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グローバル社会の諸相 ◯ ◯

社会学原論A ◯ ◯ ◯ ◯

ホットトピック特別講義 ◯

Introductory Sociology ◯ ◯ ◯ ◯

学年縦断自由ゼミ ◯ ◯ ◯

Academic Writing(論文の書き方) ◯ ◯ ◯ ◯

科目名称

DPに対応した育成する能力

DP1 DP2 DP3 DP4
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アイデンティティの社会学 ◯ ◯

エスニシティの社会学 ◯ ◯

開発と社会 ◯ ◯

家族社会学 ◯ ◯

家族と結婚の人類学 ◯ ◯

カルチュラルスタディーズ ◯ ◯

現代社会と科学 ◯ ◯

観光と社会 ◯ ◯

教育社会学 ◯ ◯

グローバリゼーションの社会学 ◯ ◯

ケアの社会学 ◯ ◯

現代社会の諸相 ◯ ◯

コミュニケーションの社会学 ◯ ◯

コンピューティング基礎 ◯

ジェンダーの社会学 ◯ ◯

仕事の社会学 ◯ ◯

質的社会調査方法論 ◯ ◯

GDS実践 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

社会運動論 ◯ ◯

社会学概説 ◯

社会学原論A ◯ ◯ ◯ ◯

社会学原論B ◯ ◯ ◯ ◯

社会学史 ◯ ◯ ◯ ◯

社会学初年次基礎ゼミ ◯ ◯

社会学初年次応用ゼミ ◯ ◯ ◯

社会学方法論ゼミ1 ◯ ◯ ◯ ◯

社会学方法論ゼミ2 ◯ ◯ ◯ ◯

社会学専門ゼミ1 ◯ ◯ ◯

社会学専門ゼミ2 ◯ ◯ ◯

社会学卒業研究ゼミ ◯ ◯ ◯ ◯

社会学理論 ◯ ◯ ◯ ◯

社会調査方法論基礎1 ◯ ◯

社会調査方法論基礎2 ◯ ◯

社会統計学1 ◯ ◯

社会統計学2 ◯ ◯

社会問題の社会学 ◯ ◯

宗教と社会 ◯ ◯

消費社会論 ◯ ◯

資料調査方法論 ◯ ◯

人口問題の社会学 ◯ ◯

人文地理学概説 ◯

政治社会学 ◯ ◯

セクシュアリティの社会学 ◯ ◯

卒業論文 ◯ ◯ ◯ ◯

多文化共生の人類学 ◯ ◯

地域とコミュニティの社会学 ◯ ◯

ビッグデータ解析方法論 ◯ ◯ ◯

定量データ分析方法論 ◯ ◯

都市社会学 ◯ ◯

ナショナリズムの社会学 ◯ ◯

福祉社会学 ◯ ◯

不平等の社会学 ◯ ◯

文化人類学 ◯ ◯

文化社会学 ◯ ◯

メディア社会学 ◯ ◯ ◯ ◯

量的社会調査方法論 ◯ ◯

歴史社会学 ◯ ◯

若者の社会学 ◯ ◯

恋愛の社会学 ◯ ◯

国際比較社会学 ◯ ◯
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科目名称
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コンピューティング社会論 ◯ ◯

映画研究 ◯ ◯

映像アーカイブ論 ◯ ◯

映像メディア制作論 ◯ ◯

エスニシティとメディア ◯ ◯

エレクトリックメディア論 ◯ ◯

活字メディアの社会学 ◯ ◯

グローバリゼーションとメディア ◯ ◯

広告論 ◯ ◯

広報論 ◯ ◯

国際ニュース研究 ◯ ◯

コミュニケーション理論 ◯ ◯ ◯ ◯

コンピューティング応用A ◯ ◯

コンピューティング応用B ◯ ◯

コンピューティング応用C ◯ ◯

コンピューティング応用D ◯ ◯

プログラミング基礎A ◯ ◯

プログラミング基礎B ◯ ◯

プログラミング応用A ◯ ◯

プログラミング応用B ◯ ◯

コンピューティング基礎 ◯

サブカルチャーの社会学 ◯ ◯

CM企画・制作論 ◯ ◯

デジタルアーカイブ論 ◯ ◯

ジャーナリズム論 ◯ ◯

社会調査方法論基礎1 ◯ ◯

社会調査方法論基礎2 ◯ ◯

情報とネットワークの社会心理 ◯ ◯

スポーツとメディア ◯ ◯

卒業論文・卒業制作 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

地域メディア論 ◯ ◯

データ社会のガバナンス ◯ ◯

データサイエンス基礎 ◯ ◯ ◯

デジタル社会論 ◯ ◯

電子コミュニケーション論 ◯ ◯

ドキュメンタリー研究 ◯ ◯

ファッションと流行の社会心理 ◯ ◯

放送メディアの社会学 ◯ ◯

ポピュラー音楽論 ◯ ◯

マスコミュニケーション論 ◯ ◯

メディア学説史 ◯ ◯ ◯ ◯

メディア社会学 ◯ ◯ ◯ ◯

メディア社会学初年次基礎ゼミ ◯ ◯

メディア社会学初年次応用ゼミ ◯ ◯ ◯

メディア社会学方法論ゼミ1 ◯ ◯ ◯

メディア社会学方法論ゼミ2 ◯ ◯ ◯

メディア社会学専門ゼミ1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

メディア社会学専門ゼミ2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

メディア社会学卒業研究ゼミ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

メディア社会の諸相 ◯ ◯

メディア分析方法論 ◯ ◯

メディア倫理と法制 ◯ ◯

メディアリテラシー論 ◯ ◯

ルポライティング方法論 ◯ ◯ ◯

NPO・NGOとメディア ◯ ◯

音楽文化の社会学 ◯ ◯

データサイエンス応用 ◯ ◯ ◯

データサイエンス基礎 ◯ ◯ ◯

データサイエンス特別講義 ◯ ◯
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社会心理学 ◯ ◯

ゲーミフィケーション論 ◯ ◯

知とデータ ◯ ◯

【参考】武蔵大学（全学）のディプロマ・ポリシー （学位授与の方針）

武蔵大学は、学園建学の「三理想」に基づき、「リベラルアーツ＆サイエンス教育によって総合知・専門知・他者と協働する力・実践力をバランスよく身につけ、

身近な場所での知的探究と実践にたゆまず取り組み、世界に雄飛して人的交流、組織的・地域的・地球的な課題の解決に貢献しうるグローバルリーダーの

養成」という教育の基本目標を掲げると同時に、これを大学のビジョンとしています。本学は、これらのことを自覚し、リベラルアーツすなわち総合的で分野横断的な

教育研究を通じて、またサイエンスすなわち基礎的及び応用的な科学の探究と実践を通じて、以下のような知識、能力、態度を身につけた学生に対して学位を授与します。

１．幅広い知識、深い教養と専攻分野に関する充分な知識

２．「自ら調べ自ら考える」主体的かつ批判的な学習態度

３．異文化を理解し多様な他者と協働して社会に貢献できる対話力・共感力

４．グローバルな思考力と、これを支える充分な外国語運用能力

５．学修の成果や学習態度を実社会で生涯をつうじて活用できる実践力
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